
令和６年度 第２回 札幌方面豊平警察署協議会議事概要

１ 開催日時

令和６年９月４日(水）午後２時00分から午後３時10分までの間

２ 開催場所

札幌方面豊平警察署 ３階道場

３ 出席者

⑴ 協議会委員 10名（定員11名）

会 長 井上 朋也

副会長 埜本 麻名

委 員 早瀬 京太、水上 悟、今藤 亜矢子、有田 京史、

神山 明弘、山本 典子、佐藤 未帆、北川 洋一

⑵ 豊平警察署 ６名

署 長 中野 広志

副署長 樫原 亮平

刑事・生活安全官 近藤 雅裕

地域官 荒川 淳

交通官 柴田 修至

警務官 安藤 伸一（事務局）

４ 開 会

５ 会長挨拶

６ 署長挨拶

７ 議 事

⑴ 犯罪情勢について

⑵ 交通事故等情勢について

⑶ 議事に関する委員からの要望・意見

（委員からの要望・意見）

○ 管内でも特殊詐欺の被害が増えているようだが、被害は高齢者が多いのか。

また、ロマンス詐欺とは何か。

（警察回答）

○ 特殊詐欺の態様は年々巧妙化しており、被害者の年齢も若年層から高齢者まで幅

広い。

ロマンス詐欺とは、SNSやマッチングアプリで知り合った相手と仲良くなり、相

手が自分に恋愛感情を持ったのを利用して金銭をだまし取るタイプの詐欺であり、

面識無き相手に暗号資産などを振り込ませるため、検挙が難しい。

また、そのほとんどが海外のインターネットを経由しているため、犯人の特定が

難しいのが特徴である。

（委員からの要望・意見）

○ ハンドサインでストップ運動の説明があったが、管内の学校にも周知しているか。



（警察回答）

○ 豊平警察署から、管内の学校や企業に呼びかけている、今後も広く浸透させたい。

８ 諮問事項

「地域住民が求める交番の役割と、警察への要望について」

（委員からの答申）

○ 身近な犯罪で自転車盗があるが、管内の現状と対策はあるか。

（警察回答）

○ 自転車は毎日１台から２台窃取され、毎月管内で50台から60台の被害がある。

地下鉄駅周辺や共同住宅の駐輪場、大型商業施設での盗難が多い。

警察ではワイヤー錠のダブルロック、自転車の防犯登録を推奨し被害防止を呼び

かけている。

（委員からの答申）

○ 被害の多い商業施設など、警察の防犯ポスターを掲示して、警察の立ち寄りをア

ピールしてはいかがか。

（警察回答）

○ 防犯を促すポスターやチラシは保有するので、早速掲示して被害防止に努める。

（委員からの答申）

○ 住民の情報や不審な居住者などの情報は、地区の民生委員が握っている。

民生委員と交番員の情報交換をシステム化できれば、多くの不審者情報など犯罪

者情報が得られるのではないか。

（警察回答）

○ 民生委員や保護司との連携は、今後協議会役員への参入も考慮して、関係を強化

することを検討中である。

進展があれば報告する。

（委員からの答申）

○ 豊平区美園地区のリンゴ並木から、毎年収穫を前にリンゴが大量に盗まれる。

今年防犯カメラを設置し本格的に対策をとるが、豊平警察署でも盗難防止に協力

して欲しい。

（警察回答）

○ 豊平警察署を挙げて、防犯と検挙に努める。

行政機関と連携をとりながら体制を確立し、住民の期待に応える。

９ 報告事項

なし

10 次回の諮問事項等

⑴ 開催予定

令和６年11月下旬を予定

⑵ 諮問事項の事前周知

次回諮問事項は、今回の答申の内容を反映させ事前周知する。

11 閉 会


